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【はじめに】 

2016年7月22日の国立がん研究センターの

発表によれば、全がんの5年相対生存率は男女

計62.1％であり、がん経験者であっても長期生

存し、社会復帰する例が増えてきている。本シ

ンポジウムでは、大企業、中小企業、労

働衛生機関の産業保健師の経験から、現

在の研究について報告し、今後の課題、

取り組みについて議論できると幸いであ

る。 
【中小企業の現状と課題】我が国におい

て労働者の殆どが働いている中小企業に

おける両立支援の普及・推進が喫緊の課

題となっている。しかしながら、中小企

業関係者や活用可能な両立支援に関わる

専門職間の連携は未だ十分と言えない。

中小企業における治療と就労の両立支援

の普及・推進を円滑かつ有効に進めるた

めには、中小企業ならではの両立支援の

あり方を明確にするとともに、産業保健

師が果たし得る役割を明らかにする必要

がある。また中小企業ならではの両立支

援の推進に向けた産業保健師を含む多職

種連携についての現状を把握する必要が

ある。 
【まとめ】良好事例をもつ中小企業の共

通点として、経営者の「社員を大切にす

る」強い信念と理念に基づき、社員が病

気に罹患しても安心して働ける環境づく

りや社員や家族に対する十分な配慮を行

っていたこと、企業内に互いに支え合う

社内風土・文化が醸成されていたことな

どが挙げられた。今後の課題として、両

立支援に関心がない中小企業経営者への

効果的な情報提供方法や、専門職等の外

部資源活動方法の周知方法を検討してい

く必要性が示された。企業外労働衛生機

関の産業保健師は、事業場との信頼関係

に基づき事業場の取組レベルに応じた支

援や、労働者に寄り添うきめ細かな支援

の工夫を行い、中小企業で働く人々の支

援、体制づくりを支援していた。今後の

中小企業における更なる両立支援の推進

に向けて、中小経営者への産業保健師等

の専門職の役割や支援機関の活用方法の

周知が必要であることが示された。 
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